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救急医療や災害対応の現場では、道路の寸断や交通インフラの未整備により、患者のもとに駆けつ

けるまでに長い時間がかかることが課題となっている。

当社は、人が身につけて空を飛ぶ「ウェアラブル飛行装置」を開発している。本研究開発では、この装

置を実用機レベルまで高め、海外の救急医療・災害対応の現場で、地上の状況に左右されずに人が

駆けつけられる新しい移動手段として実用化することを目指す。

本事業では、以下の３つに取り組む。

①飛行技術の実証：体の動きに連動した直感的な飛行制御を高度化し、３０秒以上の安定した滞空と、

補助ロープを用いない飛行を達成する。

②使いやすい装置設計：特別な工具を用いずに現地で点検・整備が行え、体格や装備の違いにも対

応できる装置構造・装着機構を開発する。

③海外展開の準備：導入に関心を示す海外政府機関と連携し、現地導入に向けた実証計画と事業化

の道筋を策定する。

作成/更新：２０２６年９月

NEP2026
躍進コース

emblem（ウェアラブル飛行装置）の活用イメージ


	スライド 1

